
春
惜
む
海
景
に
馬
佇
た
し
め
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子 

　
馬
の
種
類
は
多
い
が
、
日
本
在
来
種
で
残
っ
て
い
る
の
は
八
種

類
。
そ
の
中
で
も
、
ほ
と
ん
ど
人
手
を
か
け
ず
、
自
然
環
境
の
中

で
周
年
放
牧
を
行
っ
て
居
る
の
は
、
宮
崎
県
都
井
岬
に
生
息
す
る

天
然
記
念
物
の
御
崎
馬
（
み
さ
き
う
ま
）
で
あ
る
。 

　
現
在
、
御
崎
馬
は
約
１
０
０
頭
く
ら
い
い
る
が
、
触
れ
た
り
乗

馬
に
は
使
わ
れ
ず
、
見
学
の
み
許
さ
れ
て
い
る
。 

　
太
平
洋
、
日
向
灘
を
眼
下
に
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
よ
り
小
型
で
は

あ
る
が
、
春
風
に
吹
か
れ
る
放
牧
馬
を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
。 

　
句
集
『
去
来
の
花
』
を
読
み
返
し
て
も
、
昭
和
五
十
九
年
に
は

大
分
の
臼
杵
や
国
東
半
島
を
回
っ
た
俳
句
は
あ
る
が
、
都
井
岬
や

御
崎
馬
の
名
前
は
無
か
っ
た
。
ど
こ
の
海
景
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

１
９
８
４
年
（s59.04

作
）
第
六
句
集
『
去
来
の
花
』
　
鑑
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